
令和５年第１３回農業委員会総会議事録 

 

１　開　会　日　時　　令和５年１２月２５日（月）午後３時００分 

 

２　閉　会　日　時　　令和５年１２月２５日（月）午後３時２５分 

 

３　場　　　　　所　　小国町役場４階　大会議室 

 

４　出席した委員　　１番　安　部　　　茂　　　　　５番　小　嶋　　　剛 

　　　　　　　　　　　２番　大　谷　健　人　　　　　６番　金　　　敦　子 

３番　横　山　隆　藏　　　　　７番　山　口　　　満 

４番　舟　山　孝　夫 

　　　　　　　　　　　　　 

５　出席した職員　　事 務 局 長　渡　邊　久　光 
　　　　　　　　　　　事務局次長　横　山　真　也 

農地調整係長  羽　田　伸　美 
　　　　　　　　　　　書 記　安　部　佳　奈 
 

 



６　付 議 案 件 

 

　　議第２２号　農地法第３条の規定による許可申請に対する許可決定について 

 

　　議第２３号　農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見決定について 

 

　　報第　９号　農地法第１８条第６項の規定による通知について 

 

　　報第１０号　農地改良届の受理について 

 

　　そ　の　他　農地法第３条第１項の許可を要しない権利取得の届出の受理について 

 



議　　長　　皆様、お疲れさまでございます。本日の出席委員は、７名です。全員出席し

ておりますので、本日の会議は、成立します。ただいまから令和５年第１３回

小国町農業委員会総会を開会いたします。 

 

議　　長　　日程は、配布のとおりでございます。会期は、本日１日限りとしたいと思い

ますが、異議ございませんか。 

 

　　　　（異議無しの声） 

 

議　　長　　異議無いようでございますので、会期は本日１日限りといたします。それで

は日程に従い進めさせていただきます。 

 

議　　長　　本日の議事録署名委員は、１番委員、２番委員の両名にお願いいたします。 

 

議　　長　　それでは、議第２２号「農地法第３条の規定による許可申請に対する許可決

定について」を上程します。議第２２号について、事務局に説明を求めます。 

 

事 務 局　（説明） 

　　　　　　農地法第３条第２項の各号に該当しないものとして、書類受理の段階で確認

しております。 

　　　　　　補足ですが、今年４月に農地の取得に係る下限面積要件が廃止されました。 

　　　　　　この方においては、農地の所有が無い方でありますが、父の■■■さんにつ

いては、農地２，９７５㎡を所有しております。 

　　　　　　譲渡人の■■■■■さんについては、元々、白子沢にお住まいだった■■■

■さんという方の娘さんであります。■■さんがお亡くなりになり、■■■さ

んが農地を相続したということであります。 

　　　　　　申請農地については、２０年ほど前から■■さんが高齢になり耕作できなく

なり、■さんがずっと耕作していたということです。 

　　　　　　■さんは、ご親戚からトラクターを借りて、大根や白菜などを栽培し、農地

は適正に管理しているということでありました。 

　　　　　　事務局といたしましては、農地を取得するための要件である、農地の全てを

効率的に利用すること、必要な農作業に従事すること、周辺の農地利用に支障

が無いことが認められると判断し、申請書を受理しました。 

 

議　　長　　調査委員に調査依頼しておりますので、調査委員から報告をお願いします。 

 



大谷委員　　この件について、１２月２１日の１０時３０分から羽田さんと私で現地確認

してきました。 

　　　　　　譲渡し人の■■■■■さんは遠方で雪もあるということで立ち会えないが、

■■■さんに譲り渡すことで間違いないと電話で確認しています。■さんの奥

さんの■■さんに立ち会っていただきました。 

　　　　　　現地は野菜を作っていたということで、雪がうっすらと積もっていました

が、畑として使用していることを確認しました。 

　　　　　　今まで作っていたので土地を渡したいということであったようで、■さんも

それで間違いないとのことでした。 

　　　　　　今までも耕作しておりますので周りの土地に影響も無いと思いますし、この

件について問題は無いと判断しました。 

 

議　　長　　ご質問がありましたら、ご発言をお願いします。 

 

　　　　　（無しの声） 

 

議　　長　　これで質疑を終結いたします。直ちに採決いたします。 

　　　　　　議第２２号について、申請どおり許可することにご異議無い方の挙手を求め

ます。 

 

　　　　　（全員挙手） 

 

議　　長　　異議無いようでございますので、議第２２号について、申請どおり許可する

ことといたします。 

 

議　　長　　次に、議第２３号「農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見

決定について」を上程します。事務局に説明を求めます。 

 

事 務 局　（説明） 

　　　　　　違反転用の疑いのある案件に関連して、１１月１０日に農地転用許可申請書

の提出がありました。 

　　　　　　図面を確認したところ、転用農地の一部に既存住宅の階段、コンクリートの

通路が入っている状況であったため、１１月１６日に事務局で現地確認と聞き

取り調査を行ったところであります。 

　　　　　　住宅については、昭和５８年に新築し、そのときに通路も作ったものであ

り、４０年が経過しております。農地転用については、無知であったとのこと



であり、今回の農地転用申請で農地に住宅の一部がはみ出ていることが解った

ものです。 

　　　　　　対応について、１１月２０日に県及び県農業会議に確認を行い、①違反転用

であるため始末書の提出が必要であること、②通路部分は誰が使用するものな

のか整理する必要があることを確認しました。 

　　　　　　その後、申請者から違反転用についての始末書を提出してもらうこととし、

通路部分についての聞き取り等を行ったところであります。 

　　　　　　通路部分については、将来的には両親の自宅の管理をしていき、息子家族も

共同で使用するということでありました。 

　　　　　　始末書については、１１月３０日に提出があり、受理しました。 

　　　　　　事務局といたしましても、今後新築予定であることや、一部違反転用ではあ

りますが、築４０年が経過しており、違反転用部分についてはすでに非農地と

判断できることから申請書について受理いたしました。 

 

議　　長　　調査委員に調査依頼しておりますので、調査委員から報告をお願いします。 

 

舟山委員　　議第２３号について、１２月２３日８時３０分から金推進委員、私、事務局

の羽田さん立ち会いのもと調査しました。 

　　　　　　賃貸人は今の所有者の■■■■■さん、賃借人の■■■■■さんの長男の■

■■■さんは仕事の関係で立ち会うことができないとのことで、経緯等を聞き

取りしながら現地を確認しました。 

　　　　　　経緯は事務局説明のとおりですが、無許可転用については４０年前に、■■

■■■さんの父が新築したときに、知らずに農地の一部に掛かるような住宅の

立て方をしたものです。 

　　　　　　■■■■■さんはそのことを知らずにいて、息子が自宅の脇に新築したいと

いうことで申請して解ったものです。 

　　　　　　違反転用は始末書提出ということになり、始末書を確認しました。 

　　　　　　今回の申請面積が８５７㎡と大きいが、宅地の他通路と雪捨場も含みます。 

　　　　　　今回の申請は、農地法に違反するもので無く、隣接農地にも直接影響が無い

ことを現地で確認しました。この申請について、違反転用という事実はありま

したが、始末書の提出も済んでおり、転用に問題は無いものと判断しました。 

 

議　　長　　ご質問がありましたら、ご発言をお願いします。 

 

　　　　　（無しの声） 

 

議　　長　　これで質疑を終結いたします。直ちに採決いたします。 



　　　　　　議第２３号について、原案のとおり決定することにご異議の無い方の挙手を

求めます。 

 

　　　　　（全員挙手） 

 

議　　長　　異議無いようでございますので、議第２３号について、原案どおり決定する

ことにいたします。 

 

議　　長　　次に、報第９号「農地法第１８条第６項の規定による通知について」を上程

します。報第９号について、事務局に報告を求めます。 

 

事 務 局　（報告） 

 

議　　長　　次に、報第１０号「農地改良届出の受理について」を上程します。事務局に

報告を求めます。 

 

事 務 局　（報告） 

 

事務局長　（改良内容説明） 

 

議　　長　　次に、その他「農地法第３条第１項の許可を要しない権利取得の届出の受理

について」を上程します。事務局に報告を求めます。 

 

事 務 局　　（報告） 

　　　　　　１２月総会に係る申請書受付期間の１１月１１日から１２月１０日までの間

に届出があったのは、１件でございます。内容につきましては表に記載のとお

りでございます。書面をもって報告させていただきます。 

 

議　　長　　本日の議案は以上でございます。以上をもちまして、第１３回小国町農業委

員会総会の全日程を終了いたします。本日は、大変ご苦労さまでした。 

　　 

（午後３時２５分）  



以上、会議の顛末を記載し、その相違ないことを証するため署名する。 
 
　　　令和５年１２月２５日 
 
 

議　　長 
 
署名委員 
 
署名委員 

 
 
 


